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珍しく3日間入院。初めて自分の腸内を見ました。内視鏡で映しながら手術する

んですね。「ミクロの決死圏」という映画がありましたが、あれと同じ感じ。医者

の手元と患者の顔の横に2台テレビがあって、自分の手術の模様を同時に見ること

が出来る仕組みです。ポリープの根元に注射して少し浮かせ、そこを円い輪ではさ

んで切除。傷跡は米粒のような形（半分くらい）のクリップでパチンと止める。

検査の前日は素うどんだけ。当日、翌日は絶食。その割にはやせませんでしたが。

夜は9時に消灯、といっても寝られるものではありません。待合室に座っていると、

おばあが飴玉くれたり、90歳のおじいががんこで困る、という愚痴をこぼされたり・・

面白かった。

日頃、枕元に積んだままの本を一挙に読みました。ダライラマ（河出書房新社）

574ページ、世界の歴史25ーアジアと欧米世界（中公文庫）540ページなど合わせて

6冊。佐藤優氏のように独房だったらもっと読書が進んでいたかもしれません。

手術後は10日間禁酒、3週間旅行禁止。大きく予定が狂いましたが、治療とあれば

しょうがない。

これから月に一回、3日間の絶食＆読書、適当な禁酒、禁旅行を続けたいですね。

イスラム教みたいな生活をしていれば、そもそも病気が寄りつかないでしょう。

（退院後快調です。朝からテレビがついていない、のが体に良い、と発見。）

さて「ブータン日記その２」は、馬に乗って聖地へ向うシーンから始まります。お

楽しみに。

2010年6月

沖縄大学地域研究所

所長 緒方 修

まえがき



自由な時間を持ち始めた団塊世代のなかでは四国八十八か所遍路が流行している。

日本では、年の始めに七福神めぐりをする習慣がある。

遠い昔の松尾芭蕉も小林一茶も放浪の旅が名句の源泉であった。

街道にそった旅人の宿、宿場も放浪の旅人向けのステーション型のサービスイン

フラであり、人々が集合するプラザ的なターミナル型の施設ではなかった。

わが国では、渡り鳥のように周遊する旅が好まれていた。

データをみても、日本の国民一人当たりに換算する旅客輸送は他国と比較して群

をぬいて長い（貨物輸送では他国以下である）。

現在、観光立国政策を救世主のようにすがっている日本の観光はリピーターをふ

やそうとしている。また、ヨーロッパのようなロングステイ型観光の定着への期待

も大きい。ロングステイ型観光にはフィンランド語で環境に従うという意味のLUOM

Uの精神で環境に調和するライフスタイルが広まる良いチャンスだと私も期待して

いる。しかしながら、そのためにはプラザ型な施設などいわゆる箱モノ的なインフ

ラ投資が必要となる。

従来、日本になじんできた、また施設が整備されている周遊のCLOISTER型観光へ

の処置を怠ると大きな混乱が生じ、環境負荷もいたずらに増えてしまいそうである。

そこで、人々が環境に従い、循環するCLOISTER型ツーリズムについて、古くから

の良さを残しつつ、新しいタイプの観光を提案し、そのための場を提供する環境順

応型まちづくりを提案したい。CLOISTER型観光の良さは、循環性であり、開放性で

あるが、現代ではそれに最新の情報技術及び流通技術を加味した新しいスタイルを

望みたい。そのための前提として、周遊する論理を見つけることが大切である。観

光地と観光地の共通性の論理でも対比の論理でもよい。例えば、桜の開花を求める

旅、同じ時刻の夕日を求める旅、かつての北前船も立派なCLOISTERの論理である。

そして、CLOISTER型ツーリズムがロングステイ型観光と相乗効果を発揮すると、

人々の交流、物の交流とともに情報の交流が盛んとなり、地域の活性化にギアを入

れることになると思う。

当然、このような地域づくりの考え方は従来とは違い、整備すべきインフラも違

い、必要となるルールも違ってくるはずであり、多様な内と外バランスのとれた政

策づくりのきっかけをつくるはずである。

CLOISTER型ツーリズムのすすめ

大澤 正治

沖縄大学地域研究所特別研究員
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パンフ 

 

今や若者の間では野球よりサッカーファンが多いようだ。 来る6月に南アフリ

カで開催されるワールドカップの日本選手が決定され連日話題で盛り上がっている。。

その中で「財団法人日本サッカー協会は、去る4月からワールドカップへの応援

旗を作るプロジェクトを展開中だ。4月3日の東京を皮切りに太宰府・新潟沖縄・鹿

児島・熊本・金沢・岐阜・水戸・横浜など試合の直前まで各地を巡回するようだ。

去る4月27日、沖縄県立博物館前でそのイベントに遭遇した。その日は我が裁縫

の訓練生達と博物館での実習を終えてのこと。プロジェクトのスタッフに「出来る

だけ多くの人が縫ってください」と声をかけられ針が配られた。訓練生としばし

「旗縫い」をすることになった。筆者がペンケースから縫いの小道具の指貫を取り

出すとマッチフラッグリーダーの日々野克彦氏、「すごい！指貫をもちあるいてい

るのですか」と。

作業中、「千人針」が頭に浮かんだ、後方からスタッフが「針目は目立つように」

との声かけがあった。現代の「千人針」は多くの人々の手で縫う、ワールドカップ

をみんなで応援しよう！、｛必勝祈願」をFLAGに託する・・・正しく現代の「千人

針」そのものだ。（「千人針」詳細は拙著『沖縄における手縫い文化の探求』参照）

日比野克彦氏（アーティスト）はパンフに次のように記している。

「サッカーはスタジアムで行われる90分間がすべてではない。その時間を迎えるた

めには人々の心が躍るとき、サッカーの魅力はすでにはじまっている。サッカーが

強くなるには、日本文化と共に成長していくことが大切。サッカーは民族の感性を

表現するスポーツ。日本がワールドカップで優勝するには、スポーツと文化が融合

しなければならない。

マッチフラッグとは一枚の布のうえに試合で対戦する両国のナショナルカラーを

MATCH FLAG PROJECT雑感

－サッカーワールドカップの応援旗を縫う－

熊谷 フサ子
沖縄大学地域研究所特別研究員
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日比野氏サイン 

用いて作る旗のこと。ピッチ上でボールを通じて交流する選手達のように布の上で

両国のナショナルカラーが交流します。フェアプレーを尊重するサッカーの精神を

尊び、ピッチ上でそれを表現する選手たちにマッチフラッグでエールを送りましょ

う。」と。

戦い抜くことー熱狂ファンにとって戦争そのものであるような気がしてならない。

サッカーを知らない私にとって6月14日の日本VSカメルーンには関心が高まる。ス

マートな戦いであって欲しい。

特別の思いで「フラッグ縫い」をしるしておこう！

特別研究員寄稿 vol.9



奄美･沖縄の島々は、壁としての海に隔てられ、

道としての海を介して他と通じてきた。人々の暮ら

しとその歴史を考える時、サバニやイタツケ、馬艦

船など壁を道に変えた各地の船の姿と、その変化の

動態を明らかにすることには大きな意味がある。多

くの研究者が造船学・海事学、民俗学・文化人類学、

歴史学、民具論、考古学など様々な分野の多様な方

法により、議論を重ねてきた。

ただし、これらは総じて「文化は地域・集団が共

有する」という前提に立ち、物事が一方通行で「進

化する」と考える唯物論的傾向も帯びており、文化

の分布や系統を明らかにして「そもそも」を論じよ

うとする本質主義的傾向が強かった。各学界の趨勢

もあったろうし、船が物理的・技術的実体である以

上、当然でもあったろう。また、米軍政期にアイデ

ンティティーの揺らぎを経験した地元の先輩方を中心に、他の地域・集団と奄美･

沖縄との関係を問い直そうという欲求もあったかもしれない。

しかし、こうした方法では既に失われた船を論じるのに限界があり、その船を

「遅れている」と差別的に断じる恐れもある。また、それらはＴＰＯに応じた個人

の工夫や例外から始まる「変化」を捨象し、船を静態的に捉えてしまうことで、目

に見える「船の物理的･技術的変化」だけでなくその船が地域・集団の象徴として

新たな意味を与えられ、文化財として資源化されるような、「船の文化的・社会的

変化」をも見過ごしてしまうのである。

とはいえ、奄美･沖縄の島々の文化がどう「共有」され、他地域･集団の文化とど

のような関係にあるかという古くて新しい本質主義的問題は、まだ議論の途中であ

る。また、人の心の中にある船の文化的イメージや社会的機能に議論が集中すると、

逆に物理的･技術的実体としての船そのものや船に関する技術、そしてその変化は

捨象されてしまう。これらの方法は総合されるべきであろう。

筆者は、現在、神奈川大学の国際常民文化研究機構が立ち上げた「環太平洋海域

における伝統的造船技術の比較研究」という共同研究班で、上記の問題意識を念頭

に、奄美･沖縄に隣接するトカラ列島の丸木舟について調査を始めたところである。

他地域･集団と比較することで、奄美･沖縄の船の技術的特徴とその変遷の動態が、

より明確に見えてこよう。その結果を今から楽しみにしている。

奄美・沖縄の船－技術史的変遷とその動態

板井 英伸

沖縄大学地域研究所特別研究員
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「那覇の飲み屋街で看板を見ていると、すごくバラバラな印象がある。ユイマー

ルという言葉はあるが、本当は地域も人もバラバラではないか。」「社会関係資本

（人々の信頼関係、規範、社会組織の重要性を説く概念）が弱い地域に資本を投下

しても、結果が出ないことは実証されている。」

昨年、地方自治の講演依頼をした講師の指摘が今も印象に残っている。

この数年、生まれ育った那覇で子育てをしてきたが、自分の記憶と近所の現実と

の違いに適応できず戸惑ってきた。

まず、近所のアシビナー（公園）に子どもがいない。と言うより人がいない。集

落道は大通りへの抜け道と化し、朝夕の通勤時間には車が猛スピードで通り抜けて

いく。

さらに「あのウマガ（子）は誰々の次男」などと、近所にたむろして話していた

オバー達の姿はなくなり、代わって若いデイケアサービススタッフに手を引かれて

車に乗るお年寄りがいる。老人介護の課題も大きいが、子育ての知恵と経験を備え

たお年寄りが、近所から姿を消した損失は相当なものだ。

毎日の娘の通園送り迎えや、ひとけのない公園で二人だけの鬼ごっこをしつつ、

変わり果てた近所に奇妙な緊張を感じていた頃、小学校のPTAや自治会に関わるよ

うになった。

自治会では街灯管理や地域の美化・文化活動など、地域の世話役としてすごい業

務をこなしていることを知り尊敬の念を感じた。反面、年配の方が多いためか「い

まどきの若い親は大変」「モンスターペアレントがいる」「子どもがケガしたらす

ぐ訴訟」など、マスコミや一部の極端な情報と、面識のない相手に対する不安が絡

み合い警戒心が生まれていた。

PTAには、学校行事や児童の通学に必要なボランタリー活動を引き受ける方々が

いた。専業主婦の方、ヤクルトの配達をする方、シフト勤務の方など、比較的日中

身動きのとれる方を中心に、8:2ほどの割合で女性に支えられている。活動も様々

で、記念誌づくり、資金造成、運動会など学校行事の役割分担のほか、子どもへの

読み聞かせなど文化活動もある。業務をこなしながら情報交換していて良いコミュ

ニティを形成している。ただ、自治会が地域の受け皿としては機能していない現実

もあり「自治会費ってどうなっているんですか・・」という質問も、たびたび受け

てきた。

自治会、PTA、そして小学校も地域との関係づくりができないことが悩みの種に

なっていた。

子ども達の世話、街灯管理、防犯・消防対策、地域行事の準備など、誰かがやら

地域メディア

上江田 常美

沖縄大学地域研究所特別研究員
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ないといけないことが、一部の人の「善意」によってギリギリで維持されている。

そういう現状が地域には伝わっていない。

なによりも私がそうであったのだが、核家族で第一子の世話をしていると、右も

左も分からないまま、ハリネズミのように警戒心ばかり強くなっていた。

振り返ってみても、人間関係や信頼関係がリアリティのある「資本」だと肌で感

じている。

1980年代以降、那覇市の人口は30万人程で停滞しているのに、世帯数は増加して

おり核家族化、単身世帯化が顕著になっている。テレビや新聞では、若者の引きこ

もりが話題になるが、実は年齢性別に関係なく社会とつながりのない人が相当いる

のではないか。

メディアとは何か。

日本全国の不特定多数を対象に、商業的に価値のある情報を新聞やテレビで発信

し、スポンサーとの契約を成立させるのがマスメディアとするなら、それとは対極

の地域住民の情報共有。さらには、近所の気心や信頼関係、街の徳を構築するよう

な地域メディアを作れないか。

地域主権へのとり組みは、地域をつなぐメディアづくりともに進んでいく気がし

ている。

特別研究員寄稿 vol.9



タイガーネストへ向う。虎の住みか。900メートルの断崖絶壁の上に立つブータ

ンの国宝、8世紀に作られた聖地タクツァン僧院だ。タクツァンとは虎の巣という

意味。ブータンに最初に仏教が伝えられた場所だという。

「伝説によれば、747年にグル・バドマサンバヴァ（グル・リンポチェともいわれ

る）が八変化相の一つであるドルジェ・ドロという忿怒尊の姿をして、天駆ける虎

に乗ってこの地に飛んできたという。」―「ブータンと幸福論」（法蔵館・本林靖

久著）

ブータンについての本には必ずこの僧院の写真が紹介される。山道を徒歩で片道

2時間はかかる。とても全部歩き通す自信はない。初めて馬に乗った。小さな白馬

にまたがって狭い登山道を辿る。急斜面では前傾するようにとガイドから注意され

た。そうだ馬の背中に直角に乗っていたのでは上り坂で負担がかかる。こちらも疲

れる。ここで馬による登山の極意を発見。垂直ではなく鉛直に体を保たなければな

らない。当たり前の話だが、なにしろ馬は生まれて初めての経験だ。狭い道のとこ

ろどころに丸太を渡して人間が歩きやすくしてある。ところが馬はそこを嫌って道

の端を登る。その横は断崖絶壁、とまではいかないが落ちれば数十メートルはひっ

かかるもののない急斜面。馬と一緒に落ちれば良くて骨折、打ちどころが悪ければ

死亡・・まあしょうがないだろう。鐙が合わず、つ

ま先だけひっかかっている。下りが怖いが、幸いに

してほとんどすべて登り。最初はガイドがたずなを

とってくれた。数頭で連れだって登る。私の乗って

いる馬が立ち止まる度に「ワンダ」「ワンダ」と盛

んに後ろから声がかかる。ワンダという名前の馬ら

ブータン日記 その2（ 3.26～28 ）

緒方 修

寄稿 vol.9



しい。時々休んでため息をついている。その旅に腹がふくらむ。私の両股が広がる。

体重70キロの人間を乗せて登るのだから大変だ。鞍の左側に布が垂れているが何だ

ろう？そのうち後ろを歩いていた別のガイドが布を鞍に縛り付けてくれた。おいお

いちゃんと鞍が付いてなかったのかい。こっちは何も知らないで馬に乗ってんだよ。

気をつけてくれないと。最初の30分間は不安だらけで鞍をしっかり握っていた。

私の恰好は、ブータンの正式衣装ゴを着て、頭には赤い帽子。ガイドのシンチュ

君は、乗っているのはグランドファーザーか、と聞かれたらしい。無理もない。彼

はまだ23歳。私は64歳。日頃の多忙、運動不足がたたってメタボになっている。シ

ンチュがたずなをくるくると巻き、鞍へ結び付けた。見ていると、彼はまっすぐ普

通の道を歩くように歩を進めている。坂道だらけのこの国でいちいち傾斜だの急坂

だの、垂直だの鉛直だの気にしていられない、僕はどんな道でも革靴でまっすぐ歩

きます、といった気配がこちらにも伝わってくる。革靴は土埃で真っ白。こちらは、

といえば新品の登山靴を買い求め、防寒具までそろえた割には肝心の脚力がだめ。

馬で聖地へ登ろうとする横着者だ。

気がつくとシンチュはいつの間にか先へ行ってしまった。でも馬のワンダはこの

頃になると覚悟を決めたのか、ため息もつかず休みもとらずひたすら登っている。

こちらも余裕が出てきた。その後、約1時間は時々片手を離し、写真を撮った。

タイガーネストを望むカフェで小

休止。大きく谷が切れ込み、僧院が

絶壁の途中にそびえたっている。直

線距離で約2キロ。薄い靄がかかって

いる。聖地を見上げながらコーヒー

を飲む。西脇ドクターが「ゴルゴ13

が密談する場所みたいですね。」と

言う。絶壁の向こうにある僧院を、

観光客を装ったパキスタン政府高官

が訪れる。原子炉の設計書の取引だ。

超望遠スコープ付きのライフルを取

りだすゴルゴ13・・。こんなことを

想像しているのだろうか。西脇ドクターはソ連の特殊部

隊の訓練に参加してミグで成層圏まで行ってみたり、炭

水化物カット療法＆ビタミンＣ点滴で難病を治してみた

り、久高島で前世体験をしてみたり、アーユルヴェーダ

の院長をやってみたり、不思議な人だ。ブータンにも本

当に来るとは思わなかった。仕事の都合がつかないだろ

うと思ったからだ。ところが彼はフリーの医者。会議も

面倒な書類も講演も出版の準備も、全て放擲してブータ

ンの聖地へやって来た。

再び馬にまたがる。鞍を変えたらしく鐙にちゃんと靴

がはいる。両脚で立つと鞍から腰が浮く。気持が良い。
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 さあこれで乗りやすくなった。ところが20分も登らないうちに馬

を下りる地点まで来た。駄賃（そうだこれが正しい馬代だ）は50

0ニュルタム、約1000円。ワンダに乗らなければここまで登れな

かった。ここからは徒歩だ。タイガーネストの僧院は、谷を隔て

て眼の前にある。谷間にはルンタと呼ばれる経文旗が一列に万国

旗のように並んでいる。遠くから見ると電線が張ってあるのかと

思った。20分ほど絶壁に沿った階段を降り、さらに登る。3200メー

トルの高地。息が切れる、少しめまいがする、高山病だ。僧院は

いくつもの部屋に分かれている。荒い息を吐きながら巡る。各部

屋で有り難い神々にお布施をあげ、聖水を手につけてもらって3

回ずつ祈る。聖水は香料入りとなし、とあった。最後にリンポチェ

の継承者がいる、という部屋も訪ねる。説明が少し分からないが、

空海の入定みたいなものか。入口の横に神戸ブータン友好協会か

ら贈られた鐘が吊ってあった。

帰りは絶壁を降り、また登る。ここが一番きつかった。途中、

後藤君が絶壁を振り返って一言。「あの黒いのは便所の水ですね」。

僧院の下、900メートルの絶壁の上部を縦に走る黒い広い帯のこ

とだ。たしかに岩壁に何十メートルにも及ぶ黒い染みがついている。しかし糞尿の

跡と言ってしまっては聖地の雰囲気を壊す。西脇ドクターが一言。「人間は植物に

栄養を与えるために動き回っているんですよ。地球にとってはそれくらいの意味し

かない。」なるほどヒマラヤの麓、チベット仏教の聖地まで来ると、言うことが違

う。そうか人間は可能な限り歩き回り糞を垂れ回るのが仕事だ。「As foon as pos

sible」とダジャレを言ったが誰も理解していない様子。

さきほど休憩したカフェでジャガイモとカレー。ジャガイモがうまい。赤米は気

圧のせいで半煮え。

下りは馬では危ない。ガイドからYou may fall down と言われた。落馬して有

名になってもいけないので止める。下りの方が脚に負担がかかる。右足、ふともも、

腰まで痛みが走る。しかし高度が下がるにつれて空気が濃くなり、呼吸は楽になる。

途中、馬が数頭連れだって追ってきた。あわてて道を譲ると、土埃を巻き上げなが

ら走り降りてゆく。こんなスピードで走られたら落馬は必至。やっぱり乗らなくて

良かった。

夜はゴをまとい、食事へ。パロのお祭りは4時に終わっている。しかし明日もま

た続く。楽しみに寝る。

3月27日（土）朝9時朝食、10時出発

国際電話はつながらない。首都のティンプーからは可能だったが・・。

パロの年に一度のお祭り。ゾンの中ではセレモニーが開かれ、祭りの間にタンカ

と呼ばれる軸装の仏画が午前3時頃から開帳される。超大型のタンカとして有名ら

しい。後で聞いたが、国王も参加していた。
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今日はお祭りの二日目。会場には10時過ぎに着く。巨

大なゾンが川沿いに見える。屋根付きの立派な橋を渡る。

入口の柱に時々触る人がいる。良く見ると柱をくり抜い

た箇所に小さなマニ車があった。

ゾンヘ向う石畳には障害を持った老人達が楽器を鳴ら

している。正装した家族連れや子供達が行き交う。左手

にお城のようなゾン。右手には大きな庭。その一角に4

階と3階の建物が逆L字型の配置で建っている。正面の４

階建ては事務所兼宿舎だろうか。右手の3階建てには赤

い袈裟を着た坊さんが2階と3階にずらりと座り、音楽を

奏でている。左手の観客席は満杯。周りは人がいっぱい。

大勢の人の後ろから中庭の模様を見る。十数人の 男達

が登場し、大きな輪を作って、くるくる回りながら踊っ

ている。

踊り手とは関係ない男が、赤いとんがった鼻の面をかぶって登場。観客席に話し

かけたり、客席に座ったりしている。なんとこれは小浜島のダートゥーダと同じで

はないか。ブータンではatharaアサラと呼ぶ道化だ。沖縄の八重山で見る道化もこ

の辺から伝わったのだろうか。それともインド起源なのか。男達の踊りは激しさを

加え、飛び上がりながら廻っている。

「（人類学者の岩田慶治氏は）＜まわる＞という行動の繰りかえしのうちに、中

央と周辺という空間構造がたしかめられ、この構造が聖と俗という意味の世界にお

ける構造と重ねあわされる。聖なる中心と俗なる周辺である。」

（本林靖久・前掲書）

本林氏はブータンのこの踊りを「動く立体マンダラ」と呼ぶ。「踊り手は「まわ

る」「とぶ」といった行為を通じて、仏教の世界観・宇宙観を確認し、仏や諸本尊

に出会うのである。」見る側も信仰を深める場である、という。踊り手にとっては

「踊るお経」見る側にとっても「見るお経」と言われている。

キラ姿で色白、黒髪の女性がいたので、日本人そっくり、とつぶやいたら「日本

人です」と言われた。早稲田の文化構想学部の学生。なまけものクラブのGNH研究

会ツアーで来たとのこと。大岩さんと名乗ったが、父のペンネームは辻信一。辻氏

はGNHの本も出している。彼女の横にいたガイドはペマギャルポという名前だった。

ダライラマ法王アジア・太平洋地区担当初代代表と同じ名前。ペマ氏には、文化放

送で国際報道番組を担当している時、よく

出演してもらっていた。2007年の参議院選

挙に国民新党から立候補したが落選。ブー

タンのペマギャルポ氏は日本のペマギャル

ポ氏の政治活動のこともよく知っていた。

国王に良く似た人がいたので一緒に写真

を撮った。ガイドのシンチュ君の友人だそ

うだ。
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パロの市内の広場で、ホンダのJAZZという車を売っていた。270万円！あとで聞

いたらドクターの月収が7～8万ニュルタム（日本円で約14～16万円）公務員が4～5

万、教師が4～5万とのこと。公務員ならば2年分の収入。しかし月に十数台売れて

いるらしい。

昼過ぎに再び首都ティンプーへ向かう。2時半にJICA事務所で、助産師の向田め

ぐみさんにインタビュー。10月始めに赴任してまだ6ヶ月。助産師歴25年。バヌア

ツにもいたことがある。

「王立医療学校（Royal Institutes of Health of Science）が74年に創立され

た。08年までは保健相（Ministry of Health）に属していたが、それ以降はブータ

ン王立大学（Royal University of Bhutan）へ。現在は看護学校にあたるところで

教えている。3コース、学生は314人。助産師は一人立ちまでに10例の出産を経験し

なければいけないが、ブータンでは20例とらなければいけない。帝王切開の3例見

学なども義務づけられている。クラスの12年を終えた後、試験の成績の上位何パー

セントが医学部や公務員などと決められている。数学、科学、ゾンカ語が必須。

希望しないで来ている者もいるが、よく勉強している。ブータンの病院は最初はイ

ギリス、インドからのヴォランティアが多かった。いま救急医が6～7人で24床。一

部屋6～8床。ブータン人の精神科医は2～3人。精神科には10人入院している。平均

寿命は67歳。
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食事はイマダチが多い。唐辛子、チーズ、

油、塩。昔からあまり変わらないが、街の

人は糖尿病が増えている。出生率は2.5～6

で大きな変化なし。（＊このへんはUSBに

統計資料が入っているとのことで貰うことにした）母乳は40％台

であまり高くない。搾乳し、冷蔵して、再び温めて飲ませる習慣

は、文化にそぐわないのか、無い。農村では冷蔵庫がないところ

も多い。家族計画は90年代から始まった。うまくいっているので

はないか。自宅で生むケースもある。病院での出産は5～60％。

出産の翌日帰ってもらう。痛そうにして帰る人を見かけるが、次の患者が待ってい

るのでしょうがない。

コンドームを使って避妊を進めようとしても、そもそもそういう話が農村ではで

きない、と聞いた。プンツォリンの隣町（インド側？）の病院で、中絶手術を闇で

行い、死ぬ人もいる。国立病院では人工流産はしない。

ガ ンの治療はケモセラピー（ガンに対する化学療法）、オペ（外科手術）。放射

線治療はしない。五代国王は障害者を養子にしている。障害者を持つ人たちの学校

（養護学校）が東のタシガンのカリン（カンルンのことか？）にある。最近、学生

達をタイに交流に行かせたという話を聞いた。医療費は無料、ただし歯冠などは別。

同僚が給料の二倍くらいの費用がかかると嘆いていた。ハイクラスはインドやタイ

の病院に行く。（医療費は国家予算の12％）大きな病院はモンガル、プンツォリン、

パロ、ティンプーの4拠点。薬はインド、タイ、バングラデッシュから、ワクチン

は日本からも来ている。

教育も日本では専門別に分かれていて話がしにくいが、ここでは誰とでも相談で
きる。看護の独立から見ると、医師の力が強い。
西脇－日本では助産師の力が大きい、医師は側に立っておろおろ見ている。

向田－それは素晴らしいドクターがいるからではないか。助産師の半分は男子。
（男性の医師を）恥ずかしがる女性もいる。民主化が進んだせいか、病院にクレー
ムがくる。それまでは文書で病院にクレームが来るようなことはなかった。インフォー

ムドコンセント、セカンドオピニオンはなし。
西脇－日本でもそもそもセカンドオピニオンという言葉はなかった。

向田―老人・病人はとりあえず家族がみるのが当然という考え。介護の専門家はい
ない。手を洗う確率は6割、水を沸かして飲むのは6～7割。安全な水を飲める確率
は9割。GNHはまだ上の方で進めようとしているだけで普通のレベルまでは降りてき

ていない感じ。」
人が死ぬ時の話を聞いた。

「向田－家族はもちろん泣いたりするが、やがて生まれ変わるという信念があるよ

うだ、あきらめが良いというか、そんなに悲しむ風でもない。
緒方－チベット仏教の背景があるから？

向田－そうですね。転生という考えがあるのかもしれません。ブータンの良いとこ
ろは、のんびり、ゆったり、せかせかしない。良いところをなくさないでほしい。」
後藤君が素敵な女性ですね、と感想を漏らす。同感。
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タイガーネストに登ったせいで、両足のふくらはぎ、両腿の筋肉が痛い。夜はオ

イルマッサージ。紙おむつみたいなパンツをはかされたのにはまいった。担当の女

性は流ちょうな英語を話す。ブータンでは農家の姉さんからマッサージ嬢まで英語

がぺらぺらというのは驚き。こちらのカタコトの英語が恥ずかしくなるが、日本語・

熊本語が完璧だからいいのではないか、とあくまで楽観的に考える。ブータン1～2

の聖地へ行ったせいで、なにか人生すべて肯定的、生きているだけで有難い、とい

う考えが染み透って来たのかもしれない。マッサージは1時間で1200ニュルタム

（約2400円）。しかし足腰の痛みはまだ完全に治ってはいない。

3月28日（日）

朝7時半朝食。朝食の後の崔先生との話。「乳幼児死亡率が変わらず、全体の寿

命が延びているのは成人の寿命が延びているため。この20年間で40代から65歳へと

延びた。つまり乳幼児対策より、成人の病気を防ぐ方が安上がりで出来たのではな

いか、感染症の対策とか。」なるほど。

昼食の後、本屋でBold Bhutan BeckonsとBHUTAN TIMESを買う。ブータンで発行

されている日刊紙は2紙。そのほか週に一度BHUTAN TIMES日曜版が出ている。

旅行会社の社長ハモ氏宅へ。彼女はブータンへの旅行者を300人以上扱っている。

イタリア、フランス、スペイン、日本など。国内で最大のツーリストは3000人を扱

う。ブータンへの国外からの旅行者は約3万人。

息子が二人。一人はタイの大学の医学部へ。ブータンからは3人しか行ってない。

語学の勉強で1年、医学コースは6年。奨学金をもらっているので10年は国のために

働かなくてはいけない。もし約束が守られなければ600万円相当の奨学金は返却。

弟の部屋を見た。シュワルツネッガーのポスター、日本の女優の着物姿の写真があっ

た。カレンダーから切り抜いたそうだ。

彼女は一人娘。父親はチベット難民。ダライラマ

が脱出した後、ラサからインドのダルエスサラーム

へ。その後、ブータンへ来たが言葉もわからず苦労

した。（彼女の母親はブータン人）（両親は？）ホ

テルを始め、少しずつ大きくした。父はいつも「教

育がなければ人は働かされるだけだ」と言っていた。

―彼女の人生はチベット難民成功物語だ。

Bhutan Times日曜版には「幸福な国の逆説」という記事が一面にあった。「麻薬

乱用者と自殺者はぞっとするような段階に達している」というタイトルの記事から

一部翻訳を試みる。

「国境を越えた外の世界ではブータンは一種の有名な国である。幸福というものが

ここでは発展のマントラ（真言）であり、あちこちの経済学者や社会工学者の想像

力を刺激している。近くの物事を顕微鏡的視点で見れば全てがそううまく行ってい

ないことが知れる。近年、もっとも重要な麻薬・薬物乱用者数および驚くべき自殺
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率が発表され、この国の、幸福の追求はなお亡羊たる道であることが暗示された。

ブータン麻薬管理局の麻薬及び向精神薬犯罪についての報告（1989年～99年）によ

れば1374人の若者と239人の成人が非合法な麻薬を使用していた。2009年には約516

人の男性と合計20人の女性が麻薬使用違反者と報告されている。

昨年2009年（11月までの統計）は男女合わせて442人の若者と94人の成人が麻薬

禍に陥っていた。報告には1989～99年の麻薬売人の数はないが、2001～9年には麻

薬の売人は186人と伝えられている。一方で自殺率はこの国で急上昇中だ。2010年

のこの２カ月で約12人が命を絶った。今年3月でこれまで3人が自殺、最近の例はつ

い3日前のことだ。（注・3月28日発行紙）

何が悪いのだろうか？ジグミ・イ・ティンレイ首相は「我々は親として子供達を

ちゃんと指導出来なかった責任がある」と先週語った。・・「親は本当に分かって

いない。子供達に正しい判断と態度を教え込む責任があるのだ。」・・「子供達は

学校から帰ってほとんどの時間をテレビの前で過ごしている。そこでは最上の価値

を学べない。」・・

ブータン麻薬管理局代表のキンレー・ドルジ氏によればブータンにおける麻薬乱

用の理由は麻薬教育の欠如、麻薬容認の娯楽、アルコールやマリファナの入手の容

易さなどがある。・・この国で自殺が増え続ける原因は何だろうか。「個人の衝動

的な性格が自殺の原因の一つだ。」国立ティンプー委託病院の心理学者、ダンバー・

Ｋ・ニロラ博士は語る。「若者を自殺に赴かせる最大の共通要因は仲間や親からの

プレッシャー、みんなで張り合う競争の道筋、就職の失敗だ。」自殺未遂者によれ

ば、落ち込みというよりは他のこと、アルコール中毒や麻薬の長期服用が自殺に結

び付きやすい、とのこと。

首相はこう語った。「教育システムの中にGNH的価値を浸透させ始めた。教師はG

NH価値を教師から学生へと伝える基準を容易に理解できるし、実践可能だ。学生は、

学校の中で自分たちで、価値と倫理と道徳を発展させるために共同作業しなければ

ならない。級友同士、子供たち同士、兄弟同士の関係は、ランドクルーザーやメル
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セデス、外車、見せびらかし、でやってくる親よりも大

事だ。」「現在、政府は最

善を尽くしている。経済成長政策の中にすら我々はGNH

価値を持ちこんでいる。同様にGNH政治を僧侶社会の中

にすら導入している。加えて我々は良い教師達を採用し

ている。例えば、ソギヤル・リンポチェ師は毎年来て教

え、交流して頂いている。おかげで彼らの精神は、たんに純粋な物質主義や物質的

豊かさの追求から精神的成長と幸福へと、変容が可能だ。」首相はしばしばブータ

ンを訪れる外国人にこう語っている。「彼らはブータン

風の生き方に魅せられている。しかし彼らの多くは我々

自身が毎日感じたり経験したりすることを見ていない。」

「我々は問われている。彼らは何て素晴らしい国だとい

う。彼らはブータンで穏やかな人々、偉大な民主主義を

見る、そして我々が学ぶことが出来るものは何か、問い

かける。そうでありながら彼らは、我々が信じる世界の

外の生活に生きることを強く求めてもいる。」首相は、希望はある、そして遅すぎ

ることはない、と語った。

明治時代に日本を訪れた外国人達は同じような感想を持ったようだ。「逝きし世

の面影」（平凡社―渡辺京二著）には数々の「証言」が採録されている。

―（オールコック）「アジアが安息と瞑想をその生活の最上の要素と考え、いっさ

いの変化と進歩に反する夢想的な安息を最高の幸福と考える」のに対して、ヨーロッ

パ人は「どうあってもいそいで前へ進もうとする」。

―1860（万延元）年、通商条約締結のため来日したプロシャのオイレンブルグ使節

団・・「どうみても彼らは健康で幸福な民族であり、外国人などいなくてもよいの

かもしれない。」

―（ヘンリー・S・パーマー）1886年（明治19年）の「タイムズ」紙で伊香保温泉

の湯治客についてこう書く。「誰の顔にも陽気な性格の特徴である幸福感、満足感、

そして機嫌の良さがありありと現れていて・・」

―（アーノルド）「日本には、礼節によって生活を楽しいものにするという、普遍

的な社会契約が存在する。・・」

―なるほど狐が人を化かし猫がものを言うというのはそれ自体としては蒙昧を意味

する。

しかしそのように生類がひとと交流・交歓する心的世界は野蛮でもなければ蒙昧で

もない。それはひとつの、生きるに値する世界だった。

TASHI DELEKの1～2月号にはGNH主義という特集があった。いかに作動しているか、

という副題。その中に「GNHの核心は発展の経済的ゴールと非経済的ゴールとの均

衡である。GNHについての多くの論文が「経済的成長はそれ自身が目標ではない、

むしろ達成することの意味がより重要な目標なのである、と結論づけている。」
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次の9つの指標を選択・作成している。

１－心理的・主観的な幸福

２－健康

３－教育

４－バランスの良い生活時間活用

５－文化の活力と多様性

６－良い統治

７－コミュニティの活力

８－生態系と環境

９－生活水準

これらのテーマは社会とその様々な環境要因の中での幅広

いエリアをカバーしている。

1から9までそれぞれが大変なテーマだ。一つだけをとって

みても指標化が可能とは思えない。しかしそういうことを目

指すことは良い社会を生み出すのではないか。金融工学など

の「悪魔の科学」のせいで、現代社会はめちゃくちゃに破壊

されているのではないか。

じっくりとここに掲げられた目標を吟味してみる必要があ

る。現代科学で診断・治癒が不可能なものがある。（実はそ

れが大半だから問題なのだが・・つまり問題設定が出来ないので解決も不可能・・）

現代科学ははっきりと自らの無能さを認め、代わりのものを探求すべきではないの

か。その一つのヒントとしてブータンの歩んでいる道を研究することは有益ではな

いか。このまま同じような思考方法を続けて地球が救われるのだろうか。期待でき

ない。ではあらゆる可能性を探るべきではないか。

「すばらしい新世界」（中公文庫・池澤夏樹著）に次のような文章があった。

「先進国の文化にはいつでも値段がついている。ぴかぴかして、便利で、すばらし

いものに見えるけれども、基本的にはすべて商品です。（略）途上国にはお金がな

い。外貨を獲得する手段は限られています。財布は軽い。無理をして先進国の商品

を買えば、最終的には国土や国民を切り売りして支払うことになる。途上国の債務

過剰は結局そういう形で処理され、見えない植民地化が進むのです。」

次は世界の歴史シリーズから引用。

「近代世界システムには、経済・社会はつねに「成長」「拡大」することが不可欠

で、「ゼロ成長は、すなわち大不況」を意味するという固有の強迫観念が生まれま

した。わたしは、こうした近代人のもつメンタリティ（心性）を、「成長パラノイ

ア」という言葉でよびたいと思っています。」（世界の歴史23 アジアと欧米世界

―加藤祐三/川北稔著）
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高名な本だが今まで読む機会がなかった。「スモールイズビューティフル」（講

談社学術文庫―E．F．シューマッハ―著）に仏教経済学という章がある。

「仏教的な観点からすると、仕事の役割というものは少なくとも三つある。人間に

その能力を発揮・向上させる立場を与えること、一つの仕事を他の人たちとともに

することを通じて自己中心的な態度を捨てさせること、そして最後に、まっとうな

生活に必要な財とサービスを造り出すことである。」

「仏教経済学の研究を、精神や宗教の価値よりも経済成長のほうが重要だと信じて

いる人たちにもすすめたいのは、現在われわれが経験している困難と将来の予想と

の二つを考えてのことである。というのは、問題は「近代的成長」をとるか「伝統

的停滞」を選ぶかの選択ではないからである。問題は正しい経済成長の道、唯物主

義者の無頓着と伝統主義者の沈滞の間の中道、つまり八正道の「正しい生活」を見

出すことである。」

「八正道」は渡辺照宏著「仏教」（岩波新書）を引きながら訳注がついている。

「正しい見解、正しい決意、正しい言葉、正しい行為、正しい生活、正しい努力、

正しい思念、正しい瞑想。」
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第458回沖縄大学土曜教養講座

アジアのなかで沖縄現代史を問い直す

新崎盛暉『沖縄現代史』中国語版・韓国版刊行記念

【日時】2010年5月29日（土）14:00～18:00

【場所】沖縄大学1号館601教室

【パネリスト】孫 歌氏（中国社会科学院）

鄭 根埴氏（ソウル大学）

陳 光興氏（台湾交通大学／Inter Asia

Cultural Studies誌主編）

屋嘉比 収氏（沖縄大学）

【コメンテーター】新崎盛暉 氏（沖縄大学名誉教授）

【主催】沖縄大学地域研究所

【共催】沖縄大学地域研究所共同研究班「方法としてのアジア／方法としての沖縄」

【聴講料】無料（事前申込不要）

＊講座終了後午後7時より、『沖縄現代史』中国語版・韓国版刊行

記念レセプションあり。

参加費（軽食付）：一般2,000円、学生1,000円

会 場：沖縄大学本館１階ホワイエ

感想（会場アンケートより）

●他の地域から見た意見は面白いし勇気づけられた。沖縄はアジアの中で育まれつ

ながり、これからも沖縄であるのだろうと感じた。他のアジアの国の方が、元々は

日本国でない沖縄を覚えている（認識している）ことに驚いた。対話によって学ぶ

ことが多い。今回の翻訳、又会場の通訳の方に感謝したい。（30代・女性）

●とても良い学びになった。そして、沖縄県民の反基地闘争は歴史の中での戦いで

あり、子孫に残せる大切な誇りであることを知って心強く思った。4名の先生方の

話は、内容豊かで良かったのだが、反面多すぎて消化不良に陥った。（1～2名の先

生方にして、もっとゆっくり聴きたかった。）（50代・男性）

●屋嘉比氏の解説による当該書の意義は、「民衆史理解」の重要性を戦後史におい

て強調されたことで、共感できた。崔真碩氏の「落ち穂」の記事に示された内容は

驚きだ。真実を究明することが重要だろう。（70代以上・男性）

●歴史は今日、毎日作られているのだと勉強になった。学校教育とは何か。メディ

アが信用できないこの頃、物事を正しく見る目を養うために冷静にならなければな

らないと思った。（30代・女性）
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●アジアの中で普天間を問うという議論になり、とても興味深かった。フロアとの

やりとり、新崎先生の指摘された追加資料も含めて臨場感があった。各国から参加

されているシンポジウムの意義を感じ、アジアの視点から問い直すことで、新たな

気付きがあった。（30代・男性）

●孫歌先生の話で、中国の若い人達が沖縄問題に関心を持つ人が多くいることを聞

き心強く思う。これからも権力に負けないとの気持ちを強くした。陳光興先生の、

基地問題は沖縄だけの問題ではなく発言権は放棄すべきでないとのこと、勇気づけ

られた。沖縄に基地は要らない、基地は迷惑施設だ。（70代以上・男性）

●沖縄問題が、沖縄・日本・アメリカからのみ捉えるべきものでなく、中国・台湾・

韓国などの周辺の東アジア地域から問い直すことの重要性を再認識した。沖縄の存

在は、東アジアの連帯をより重層的なものにしていると思う。（20代・女性）

●沖縄現代史は、それ自体すばらしい沖縄社会の分析だと考えられる。2010年時

点でも、沖縄県民が米軍基地の存在で幸せな生活を送れていないのは、日本の不幸

である。学者先生方に、沖縄県民や日本国民、アジア世界の人々が幸せに生活でき

るような活躍を期待したい。（70代以上・男性）

●『沖縄現代史』が韓国・中国で刊行されたこと、おめでとうございます。そして

ウチナーンチュとして感謝します。このシンポジウムで確信したことは、様々な問

題があるにせよ、“民衆”という立場で、東アジアの安全保障が成り立つ可能性に

根気よく取り組むことが大切だと感じました。又、在沖米軍基地は、沖縄だけでな

く、東アジア全体にとっても病理であるとも感じました。（50代・男性）

●大変勉強になった。同意・共感・共有できることが多くあった。ただ、資本主義

と経済の面で発言が薄かったように思う。（70代以上・男性）

●孫歌氏の話が特に印象に残った。同感した。自分のぼんやりした考えを深く考

えた話ですっきりさせてくれた。（50代・男性）

●日本の中で常に差別の構図を強いられている沖縄が、中・台・韓（アジアの国々）

からどう見られているのか興味があり参加した。講師の方々の話は有意義で嬉しく

もあった。（60代・男性）

●非常にすばらしい企画だった。時あたかも朝鮮半島が米日を巻き込んで緊張し、

それを一つの理由として、普天間基地の県内移設が辺野古に決定した。東アジアの

民衆が連帯して、その力で沖縄の軍事閉塞状況を打開しなければならないのではな

いか。もう日本政府は期待できない。孫歌氏の「沖縄の闘いは孤立していない。私

達も中国であなた達と共に居る」という言葉には勇気づけられた。（60代・男性）
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●とても興味深い講座でした。資料集をいただいたので、じっくり読み『アジアの

なかの沖縄現代史』への理解に繋げたいと思います。（20歳未満・女性）

●中国・台湾・韓国・沖縄の、国を超えた民衆のつながりは、非常に重要だと思う。

（50代・男性）

●他国研究者の見方・お話が聴けて栄養になる気分です。ありがとうございました。

（50代・女性）

●幅広い東アジアの視点からの見方を立体的に話していただきました。とても面白

く感動しました。孫歌先生の応援は感動しました。韓国のフロアの編集長さんにも

感激でした。（50代・女性）

●大学生で知識の少ない私には少し難しい内容もありましたが、生の声を聴けて良

かった。（20代・女性）

●中国、韓国、台湾、沖縄の友好の架け橋として大変良かった。沖縄のPRにもつな

がる。新崎先生の功績を称えたい。（70代以上・男性）

●非常に勉強になった。沖縄現代史の面白さが再発見できた。（30代・男性）
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2010年5月25日 沖縄タイムス
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